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ザ･河内音頭ライフ
太鼓とギター、名調子に包まれる季節。
今年はギネスの記録に挑戦!

9.9─10 八尾河内音頭まつりプレビュー
河内家菊水丸一座の
グルーヴ感に迫る
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村
由
起
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つ
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も
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写
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田
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成

な
に
し
ろ

踊
り
好
き
な
も
の
で
。

太
鼓
が
唸
り
、ギ
タ
ー
が
響
き
、音
頭
取
り
が
今
日
も
詠
う
。

こ
れ
に
体
が
自
然
に
反
応
す
る
の
は
世
の
常
。

年
齢
も
性
別
も
国
籍
も
超
え
て
、櫓
の
周
り
に
は
今
日
も
踊
り
好
き
が
わ
さ
わ
さ
と
集
ま
る
。

何
か
と
大
変
な
世
の
中
だ
け
ど
、し
ん
ど
い
時
こ
そ
皆
で
河
内
音
頭
で
す
よ
…
…

と
踊
り
手
の
皆
さ
ん
も
口
を
そ
ろ
え
て
言
っ
て
ま
す
。

上
手
や
な
、と

思
う
人
の
後
つ
い
て

真
似
し
た
ら
え
え
ん
よ

商
売
繁
盛
!
を

踊
り
で
支
え
ま
す

濃紺×黄のコントラストが
美しい浴衣を着こなす栄
会の先頭で踊る

後ろは八尾在住の三木
次郎さん。お二人は河内
音頭教室で知り合い、友
人になったとか

学生たちの輪に混じって
しまえば見分けがつかな
いほど若 し々い教授の皆
さん！　学生に負けずノリ
ノリ。下の写真右側は国
際学部の菅原絵美准教授

（国際法）

㈱新進化学の社長。歯ブ
ラシの柄などに用いるプ
ラスチック射出成形全般
を営む。「青年部の会員
150人のうち100人の動
員を目指し、集まる機会が
あるたびに練習していま
す」。振りもお見事

流し節正調河内音頭保
存会（P4）が伝統芸の継
承にこだわるなら、こちら
の新河内音頭はエネルギ
ッシュで進取の系譜をた
どる

河内音頭は２回踊ったら
マスターしたというリズム
感はさすが、余裕の表情

 ちっちゃい頃から何かしら踊ってきました
が、河内音頭にハマったきっかけは12
～ 13年前の盆踊り。音頭や太鼓に合わ
せて踊るんがうれしいてね。おかげで楽
しい人生、悩む余地のない毎日を過ごし
とります。本番はもっとバッチリ厚化粧で、
髪飾りもいっぱい付けて、チャーミングに
するで（笑）。

西田栄
さ か

映
え

さん
（栄会）

　八尾商工会議所青年部では、八尾河
内音頭まつりで「八尾うまいもんグランプ
リ」や「ジュニエコ（小学生の小商い）」
の企画運営など、後方支援的な取り組
みを行ってきましたが、今年はギネスに
挑戦（P14）ということで、私たちも前に
出ます。八尾が世界的に有名になれば、
商業が活性化し、地域貢献につながりま
すからね。子どもの頃に踊っていたので、
数十年ぶりの河内音頭は新鮮ですが、
意外に体力がいるんですね。「間違えず
に成功させる」を目標に踊りますよ。

村中 克
か つ

さん
（八尾商工会議所青年部会長）

　若い頃、民謡をやっていたから踊りも
唄もよう知っているけど、とくに河内音頭
は好きやねん。天王寺から来てるんやけ
ど、わし79歳でっせ。八尾の練習会に
はほとんど参加しています。当日、わし
の踊り、見たってや～。

島本 守さん
（大阪市在住）

　舞踊から始まって、河内音頭も踊るよ
うになって40年以上。長く続けて来られ
たのは、ただただ好きという気持ちだけ。
うまく踊るコツは、ちょっとした所作を大
切にすることかな。とはいえ気負う必要
はなし。髪や着付けも自己流で。楽しむ
気持ちが大切ですよ。

山﨑美
み

惠
え

鶯
お う

さん
（かわち撫子会）

　浴衣を着るのは今日が２度目。着心地
がいいです。河内音頭は初めてなので、
最初はちょっと難しかったですが、教えて
もらうとすぐにマスターできました。八尾
河内音頭まつりの日はマレーシアに帰国
しているので参加できず残念！

ハナさん&アエイナさん
（大阪経済法科大留学生）

　去年立ち上げたばかりの国際交流サ
ークル初の“KEIHO YUKATA DAY”を
開催しました。「浴衣が着られるイベント
をやりたい」という台湾人留学生を後押
しする形で発起。僕自身、浴衣も河内音
頭も初めて。歌詞がいいですよね河内
音頭って！　留学生に日本の風情を感じ
てもらうのが目的でしたが、僕たちも改
めて日本の魅力、八尾の文化を再認識
できる特別な日になりました。

西尾 匠さん
（大阪経済法科大法学部生）

　初めて浴衣を着たのでいつもより歩幅
が狭くなって歩きにくかったですね。最
初は手先に集中すると足のステップがお
ろそかになって難しかったですが、留学
生と一緒に楽しめてよかったです。

飯田千夏さん（左）
（大阪経済法科大国際学部生）

音
頭
人
生
、

地
で
行
っ
て
ま
す
よ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

踊
っ
て
た
の
で
ず
っ
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興
味
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っ
た
ん
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お
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本
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真
似
る
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る
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に
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れ
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ん
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す
ね
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っ
て
、

落
ち
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た
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ン
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で
す
ね
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す
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昨
年
、
国
際
学
部
が
誕
生
し
た
大
阪
経
済

法
科
大
学
。
日
本
に
興
味
を
持
っ
て
学
び
に

来
た
交
換
留
学
生
に
、
昔
な
が
ら
の
「
日
本

の
夏
」
を
伝
え
た
い
。
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が

7
月
に
開
催
さ
れ
た
。
浴
衣
を
着
て
、
露
店

を
楽
し
み
、
締
め
に
は
河
内
音
頭
の
輪
。
言

葉
の
壁
も
な
ん
の
そ
の
。
日
本
の
学
生
だ
っ

て
案
外
、
初
体
験
だ
っ
た
り
し
て
、
予
想
以

上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
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　ひと口に河内音頭といっても今はいろ
んな流派がありますが、古くから常光寺
に伝承されてきた流し節正調河内音頭が
その原型。正統を貫き、あえてアレンジ
はしませんね。テンポもよそと比べてゆっ
たり、しなやかに踊ります。河内音頭ま
つりの当日も、音頭と息の合った踊りを
披露しますので、ぜひご一緒に！

山本雅美さん
（流し節正調河内音頭保存会）

　舞鶴から大学（大阪芸大）に入った
時に移り住んだのが富田林。昔から踊り
が大好きだったので、河内の盆踊りにも
すぐに馴染みました。故郷では「舞鶴
音頭」や「福知山音頭」などのゆっくり
した定型的な踊りが主流ですが、河内
音頭はポピュラーで、とんだり跳ねたり走
ったりとアレンジし放題。それでハマって
しまいました。地元のお師匠さんやおば
ちゃんたちが世話好きで優しいのですっ
かり仲良くなり、会えば盆踊りの情報交
換をしていました。八尾に行きはじめた
のも学生時代です。盆踊りスケジュール
が載っている『やお市政だより』を手に
入れて、１日２～３カ所の会場を回ってい
ました。常光寺はその頃から「聖地」で
すね。櫓に上がると燃えるのは河内家菊
水丸さん。井筒家小石丸さんも上手いし、
亡くなった鉄砲光三郎さんもよかった。
色気は音頭取りに大事な要素ですね。
　自然が厳しい北陸文化圏の舞鶴に比
べると、大阪は湿気があってねっとりして
います。上方舞は大阪の船場で育まれ
た芸事で「はんなりもっちゃり」と言いま
すね。そして河内はどろっとこってり。ク
セになる面白さがあります。そうそう、八
尾河内音頭まつりといえば、５年前にレイ
ンボーアフロのカツラで踊っていたら、

『やお市政だより』の表紙に出てしまいま
した（笑）。

山村若
わ か し ず き

静紀さん
（日本舞踊家）

　40回目を迎える八尾河内音頭まつり。
今年は〝最多人数で踊る盆踊り〟ギネス
世界一記録に挑戦する。盆踊りの参加
者全員が浴衣を着用し、５分間同じ踊り
方をするのが挑戦の条件だ。河内音頭
初体験・自他ともに認めるロボットダンサ
ーの私と、中学時代からの相棒である友
人（彼女の必須アイテムはフラフープと
プロテイン）は、そんな世界一挑戦の一
員になるべく、高校のジャージを引っ張り
出し、志紀コミュニティセンターで行われ
た練習会に参加した。
　教わるのは、ギネス挑戦時に踊る河内
音頭の基本的な型である「八尾正調河
内音頭踊り」。河内音頭と言えば、ぴょ
んぴょん軽やかなステップをイメージして
いた私たちは一安心。踊り手さん４人が
先生となり、初参加の人を中心に付きっ
きりで指導してくれる。ひととおりの動き
を教えてもらったら「習うより慣れろ」。
音楽に合わせ輪になって踊り、体に覚え
させていく。が、そこは生粋のロボットダ
ンサー。わかっていても、なかなか体が
こんがらがってついてこない！
　「こうやったっけ？」「ちゃう！ 手は上げ
たままや！」休憩中も他の参加者の皆さ
んを巻き込んでフリを確認。
　「腕が痛なってやっと踊ったって言える
んやで」と、先生の言葉に「さすがやな
ぁ」と感嘆し、落ちこぼれ生徒２名も必死
モード突入。ラスト５分の一本勝負を終え
たあと、そんな先生からの「できたやん」
に思わず2人、ニンマリ顔を見合わせた。
　「♪人が好き好き八尾が好き～」ギネ
ス用につくられた歌詞は妙に耳に残り、
帰り道はコンビで大合唱。じんわり残っ
た腕の痛みがなんとも誇らしい。ギネス
挑戦まではあと１カ月だ。

　〝世界一の一員になりたい〟
盆踊りド素人大学生、
練習会参加の日。

取材･文=中井咲穂（近畿大学４回生）

「みーぎ、ひだり、みーぎ、下ろすやで！」
せ、先生（西田栄映さん･P2）スゴい力

　この格好でもう６～７年続いていますね。
河内長野仕込みの「まめかち」をアレン
ジした踊りで、団扇ではなく、自分でペ
イントした扇子を使って踊るので、カメラ
を向けられることも多いですよ。15歳で
愛媛の大洲から大阪に来て、その後は
あちこちに移り住んだけどずっと河内。
音頭は30代の頃に知りましたが、当時は
大して興味がなかった。ところが60を過
ぎてからご近所に踊り仲間が出来たのが
きっかけで、今では年１４０回以上踊りに
行っています。もう72歳だし、お酒もタ
バコもやりません。趣味はいろいろある
けど、長続きしない（笑）。そんな中で
河内音頭は別格です。若い人たちも一
緒に盛り上げていってほしいですね。

菊地俊雄さん
（東大阪市在住）

　地方から八尾に嫁いできたので、こち
らの盆踊りは知らなかったんですが、地
元の文化を継承する「太田ジャイナ音頭
保存会」に興味を持ち、メンバーの一員
として頑張っています。練習中は体に痛
みとか疲れがあっても夢中になるので、
終わったあとはすっきりしますね。太田ジ
ャイナ音頭は河内音頭と違ってゆったりし
た旋律が特徴で、〝ナンジャイナ〟の合
いの手が入るんです。今年の「ギネス
に挑戦」では、私たちも河内音頭の手
踊りをやります。腕の高さを揃えてキレイ
に踊るのを目標に、５分間集中します。

山内和子さん
（御菓子処 麒麟堂）

　八尾から世界へ挑戦する企業の皆様
と気持ちを共に仕事をしています。ギネ
ス記録（世界記録）に挑戦する気持ちも同
じく強く持っています。このポーズ、どう
ですか？ イケてますか（笑）

浅野 聡部長
小島弘毅さん
森田浩太郎さん
（三井住友銀行八尾法人営業部）

服
は
、娘
に

イ
メ
ー
ジ
だ
け
伝
え
て

買
っ
て
き
て
も
ら
う
ん
で
す

「
舞
」は
見
せ
る
も
の
、

河
内
音
頭
は

自
分
が
楽
し
む
も
の

銀
行
あ
げ
て

ギ
ネ
ス
に

チ
ャレン
ジ
し
ま
す

気
合
い
の
入
っ
た

ジャ
イ
ナ
を
観
て
く
だ
さ
い

ゆ
っ
く
り
、優
雅
に
、

し
な
や
か
に
!

昨年の八尾河内音頭ま
つりにて、藤原五月枝（さ
つえ）さんとペアで踊る。
一見、強面だけど、シャイ
で上機嫌な人。白が似合
うように「山で日焼けして
ます」とはさすが！

センターに部長。左右に
小島さん、森田さん。みな
銀行マンらしく白いシャツ
でビシっと

昨年八尾河内音頭まつり
でグランプリを受賞した

「太田ジャイナ音頭保存
会」のみなさん。後列右か
ら２人目が山内さん

毎月第３土曜、常光寺内
にある稽古場で行われる
練習風景。30人以上の会
員ほぼ全員参加という出
席率の高さがスゴい

正装ではこんな艶やかな感じに

優美な舞。アフロの人と
同一人物だとは!? 8.20

（日）、27（日）、9.16（土）に
は国立文楽劇場に出演

一つひとつの型がお見
事。「上方舞の公演の合
間を縫って、今年も河内
音頭に行きますよ」

『やお市政だより』2012
年10月号表紙より。「弟子
たちに、来年はみんなで
アフロで行こうよ」って言
ったら断られました（笑）

5 Yaomania   Summer Special 2017



石
田　

史
郎
さ
ん
の
古
典
芸
能
に
対
す
る
知

識
の
深
さ
と
広
さ
は
半
端
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

菊
水
丸　

ぜ
ん
ぜ
ん
石
田
さ
ん
の
答
え
と

違
う
な
（
笑
）。「
価
値
観
の
共
有
」
で
す

よ
。
こ
れ
だ
け
そ
れ
ぞ
れ
違
う
個
性
が

あ
る
か
ら
、
三
位
一
体
の
演
奏
を
長
く

続
け
ら
れ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
５
年
前

に
私
は
甲
状
腺
が
ん
と
い
う
大
き
な
病
気

を
し
た
の
で
す
が
、
完
全
復
活
し
て
今
年
は

節
目
と
な
る
５
年
目
で
す
。
夏
を
こ
の
３
人

で
駆
け
抜
け
た
ら
、
そ
の
先
に
は
見
た
こ
と

が
な
い
風
景
が
待
っ
て
る
ん
や
ろ
う
な
、
と

本
当
に
感
じ
て
ま
す
。

　［河内音頭記念館］の同セミナーは各
界の著名人・専門家との対談や生音頭
の披露、ときには技術論を語るなど、毎
回趣向をこらしながら河内音頭の神髄に
迫る。「近づく大相撲春場所 河内音頭に
読み込まれた力士伝」では相撲部屋の
親方を招き、大相撲のシークレットネタが
明かされたり、「諸先輩方の誰もやって
いない」という「『河内十人斬り』全編・
通し詠み」として４時間20分を大熱唱し
たりした回もある。
　節目の50回目は「河内家菊水丸 盆踊
りツアー出陣 前夜祭 ミニ独演会」と題し、
菊水丸一座による「河内十人斬り～お
縫の不義」「元禄繚乱 大石書き損じ掛
け軸」の二席を。太鼓とギターの生音頭
は迫力満点で、「イヤコラセードッコイセ」
のこなれた掛け声が「聖地」にふさわし
い一体感を漂わせた。「セミナーのネタ
は尽きません。河内音頭の盛んな八尾
でやることに意味があると思うので、気
軽にお越しください」と菊水丸さん。
取材･文･写真=きむあつこ

こんなスゴすぎる
内容でいいんでしょうか。
マンスリー開催の
「河内音頭セミナー」。

切
あ
り
ま
せ
ん
。
踊
っ
て
い
る
お
客
さ
ん
の

様
子
や
表
情
を
見
て
ス
ピ
ー
ド
を
変
え
た
り

も
し
ま
す
。
あ
と
、
演
奏
中
は
よ
く
石
田
さ

ん
の
左
手
を
見
て
ま
す
ね
。
ギ
タ
ー
の
フ
レ

ッ
ト
の
ど
の
辺
を
弾
い
て
る
か
で
、
あ
と
何

拍
で
調
子
が
変
わ
る
か
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判

断
す
る
ん
で
す
。

石
田　

ギ
タ
ー
で
歌
の
邪
魔
を
し
て
は
い
け

な
い
の
で
、
菊
水
丸
さ
ん
の
横
顔
を
見
な
が

ら
次
の
展
開
を
常
に
予
想
し
て
ま
す
。「
か

な
り
汗
を
か
い
て
き
た
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
手

ぬ
ぐ
い
で
顔
を
拭
く
な
」
と
か
ね
（
笑
）。

そ
れ
と
僕
も
史
郎
さ
ん
の
左
手
を
見
て
い
ま

す
ね
。
ふ
つ
う
の
音
楽
は
４
分
の
４
拍
子
と

か
４
分
の
２
の
単
純
な
リ
ズ
ム
で
す
が
、
河

内
音
頭
は
４
分
の
６
か
ら
４
分
の
８
に
行
っ

日
本
フ
ル
ハ
ッ
プ
…
…
関
西
の
人
な
ら

誰
で
も
知
っ
て
る
曲
を
作
っ
て
き
た
人
。

一
方
で
櫓
に
上
が
っ
て
か
ら
ギ
タ
ー
を
忘
れ

て
る
の
に
気
づ
い
た
り
し
て
（
笑
）、
抜
け

て
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
が
魅
力
で
す
ね
。
僕

よ
り
年
上
の
石
田
さ
ん
の
器
の
大
き
さ
の
お

か
げ
で
、
自
由
に
や
れ
て
る
気
が
し
ま
す
。

三
条　

僕
は
歌
舞
伎
や
能
楽
、
狂
言
と
い
っ

た
邦
楽
が
好
き
な
ん
で
す
が
、
そ
の
辺
の
古

典
芸
能
に
対
す
る
趣
味
嗜
好
が
、
菊
水
丸
さ

ん
と
合
い
ま
す
ね
。
二
人
と
も
落
語
な
ら
、

六
代
目
三
遊
亭
圓
生
師
匠
が
好
き
で
す
し
、

価
値
観
を
共
有
で
き
る
人
や
な
、
と
。

石
田　

他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
は
み
な
譜
面

が
あ
り
ま
す
け
ど
、
河
内
音
頭
の
ギ
タ
ー
は

完
全
に
ア
ド
リ
ブ
な
ん
で
す
。
３
人
の
ア
ド

リ
ブ
で
生
ま
れ
た
グ
ル
ー
ヴ
が
、
踊
っ
て
い

る
お
客
さ
ん
に
伝
わ
っ
て
、
す
ご
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
っ
て
返
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
演
奏

し
て
い
て
一
番
楽
し
い
で
す
ね
。

三
条　

僕
は
い
つ
も
菊
水
丸
さ
ん
の
語
り
と

節
を
聞
き
な
が
ら
、
物
語
の
情
景
を
考
え
て

ま
す
。
悲
し
い
シ
ー
ン
な
ら
悲
し
そ
う
に
、

楽
し
い
場
面
よ
り
楽
し
く
な
る
よ
う
、
お
客

さ
ん
が
い
ち
ば
ん
気
持
ち
よ
く
聞
け
る
リ
ズ

ム
を
考
え
て
叩
い
て
ま
す
。
事
前
に
「
今
日

は
こ
う
叩
こ
う
」
と
決
め
て
打
つ
こ
と
は
一

石
田　

菊
水
丸
さ
ん
と
は
34
年
間
、
夏
の
間

は
毎
年
日
本
中
を
旅
し
て
、
嫁
は
ん
の
１
・

５
倍
ぐ
ら
い
の
時
間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た

か
ら
ね
。
な
ん
と
い
う
か
…
…
落
ち
着
き
ま

す
ね
。
楽
屋
に
他
の
芸
人
さ
ん
が
い
る
と
気

を
遣
い
ま
す
が
、
菊
水
丸
さ
ん
だ
と
安
心
。

菊
水
丸　

そ
れ
だ
け
か
い
な
（
笑
）。
石
田

さ
ん
は
河
内
音
頭
の
と
き
は
一
ギ
タ
リ
ス
ト

で
す
が
、
Ｃ
Ｍ
音
楽
の
世
界
で
は
す
ご
い
有

名
で
す
。
タ
マ
ホ
ー
ム
、
ど
ら
焼
き
の
茜
丸
、

た
り
と
非
常
に
複
雑
。「
究
極
の
フ
リ
ー
ジ

ャ
ズ
」
と
も
言
え
る
よ
う
な
音
楽
な
ん
で
す
。

菊
水
丸　

我
々
の
よ
う
に
完
全
に
ア
ド
リ
ブ

で
や
っ
て
い
る
音
頭
取
り
は
他
に
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
集
ま
っ
て
練
習
し
た
り
も
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
日
に
や
る
ネ
タ
も
舞
台

に
上
が
っ
て
か
ら
決
め
ま
す
し
、
節
回
し
も

セ
リ
フ
も
毎
回
違
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
風
に

自
由
自
在
に
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
こ
の
ト
リ
オ
に
な
っ
て
か
ら
で
す
ね
。

取
材･

文=

大
越 

裕　

写
真=

田
村
和
成

今
宵
も
酔
わ
せ
、踊
ら
せ
、唸
ら
せ
て
…
…

河
内
家
菊
水
丸一座
の

 「
グ
ル
ー
ヴ
感
」に
迫
る
。

練
習
な
し
、終
始
ア
ド
リ
ブ
で
。

相
互
リ
ス
ペ
ク
ト
が
生
む
グ
ル
ー
ヴ
。

「
八
尾
の
魅
力
大
使
」で
も
あ
る
河
内
家
菊
水
丸
さ
ん
は
、

本
誌
読
者
が
若
か
っ
た（
or
生
ま
れ
て
な
か
っ
た
）頃
か
ら
櫓
に
立
ち
、河
内
音
頭
を
全
国
に
広
め
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
も
活
躍
し
て
き
た
日
本
で
最
も
メ
ジ
ャ
ー
な
音
頭
取
り
で
あ
る
。

そ
し
て
音
頭
取
り
の
菊
水
丸
さ
ん
、ギ
タ
ー
の
石
田
雄
一
さ
ん
、太
鼓
の
三
条
史
郎
さ
ん
が

「
三
位
一体
」と
な
っ
て
奏
で
る
、物
語
と
サ
ウ
ン
ド
の
力
は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。

今
回
は一座
の
3
人
に
、そ
の「
グ
ル
ー
ヴ
」の
秘
密
を
聞
き
ま
し
た
。

今回は［河内音頭記念館］の第51回河
内音頭セミナー「菊水丸一座盆踊りツア
ーの展望」の大部分を「Yaomaniaの公
開取材」に割いていただき、関係者の皆
様に感謝。和気藹々、爆笑連発の楽しい
夕べでした（左から二番目が筆者）

いしだ・ゆういち
ギタリスト・作編曲家。1959年
神戸市生まれ。音楽教師の家
に生まれ5歳からピアノと声楽
を学ぶ。関西学院大学在学中
に京都のスカバンドでプロデ
ビュー。同時期に菊水丸さんか
ら「電話番号教えてください」
とナンパされ、ギタリストとして
参加、以後国内外の芸能活動
をともにする。多くのミュージシ
ャンのサポート活動および、Ｃ
Ｍ音楽や舞台音楽などの制作
も多数。人に対する旺盛な興
味と知識欲が半端ではない。

かわちや・きくすいまる
伝統河内音頭継承者。1963
年八尾市生まれ。9歳で父・河
内屋菊水に入門。80年「河内
家菊水丸」の名で初舞台。84年

「新聞詠み」を復活させ、世
相・事件を題材にした作品を
200作以上発表。2007年、前
人未到の9000櫓を達成。09年
秋からは古調の河内音頭の
保存伝承に専念。著書に自ら
の少年時代を振り返った小説

『音頭ボーイ』（ヨシモトブック
ス）。［河内音頭記念館］の館
長でもある。CD制作はスタジ
オでもすべて「一発録り」が身
上で、最新アルバムは『河内
家菊水丸 河内音頭秘蔵コレ
クション（10）』

さんじょう・しろう
和太鼓奏者。1964年岸和田市
生まれ。以前は他の流派で河
内音頭の太鼓を叩いていたが、
10年前に「この人に叩いても
らいたい」と菊水丸さんがスカ
ウト。「大リーグに入った感覚だ
った」。以降、毎年菊水丸一座
からアルバムが出ることになる。

［河内音頭記念館］の２階。セミナー
は記念館の会員（登録無料）向け
だが、一般参加も可。先着30名。参
加費無料！
●八尾市本町7-12-24　
2072-995-1555 
10:00～19:00　無休 

2017年6月25日の「出陣式パーティー」にて（シェラトン都ホテル大阪）

●河内家菊水丸一座の盆踊り（八尾）　8.13（日）恵光寺（19:30～20:45）、9.10（日）河内音頭記念館前（18:00～20:00）詳しくは菊水丸さんのHPで 67 Yaomania   Summer Special 2017　　※グルーヴ＝素晴らしい演奏を指す言葉の一つ。ポピュラー音楽全般で用いられる
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太田地区盆踊り大会
［8.12（土）］
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［8.23（水）・24（木）］
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河内家菊水丸
「踊り納めの盆踊り」
［9.10（日）］ 河内音頭記念館前

河内音頭やおフェスタ
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慧灯大師盆踊り大会
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恵光寺境内
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八尾市立くらし学習館

近
畿
自
動
車
道

0 1 2km

右／J:COMチャンネルの「ふわっと…欣様－What?　
KIN－SAMA－」で活躍する安田さん　左／「この夏、僕
も櫓に立てるかどうか、子どもたちが最大のライバルです
（笑）」たしかに真剣そのもの

取
材･

文=

き
む
あ
つ
こ　

西
村
由
起
子（
写
真
も
）　

写
真=

内
池
秀
人

 「
せ
ま
る
本
番
」夏
の
主
役
た
ち
。

こ
ど
も
音
頭
大
使
、

仕
上
が
り
ま
し
た
!

河
内
音
頭
こ
ど
も
音
頭
と
り
講
座（
最
終
回
）

練
習
が
な
く
と
も
、

音
頭
を
口
ず
さ
む
日
々
。

常
光
寺
で
修
行
中
、竹
田
英
夫
さ
ん
の
場
合

「
音
頭
取
り
体
験
」は

P
R
大
使
に
不
可
欠
!?

安
田
欣
司
さ
ん
の
音
頭
取
り
特
訓

こ
の
先
、9
月
上
旬
の
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
ま
で
は
、毎
日
の
よ
う
に
ど
こ
か
で
盆
踊
り
の
櫓
が
組
ま
れ
、磨
い
て
き
た「
芸
」を
そ
の
場
で
初
め
て
披
露
す
る
人
が
必
ず
い
る
。

夏
に
な
れ
ば
何
十
年
何
百
年
続
い
て
き
た
こ
と
だ
け
ど
、新
し
い「
顔
」の
デ
ビュー
は
や
は
り
楽
し
み
だ
。

　

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
各
地

の
盆
踊
り
会
場
の
櫓
に
出
演
す
る
こ
ど
も
音

頭
大
使
。
八
尾
市
の
「
河
内
音
頭
こ
ど
も
音

頭
と
り
講
座
（
全
８
回
）」
に
応
募
し
た
子

ど
も
た
ち
が
、
ま
っ
た
く
の
ゼ
ロ
か
ら
河
内

音
頭
の
イ
ロ
ハ
を
学
ん
だ
末
に
デ
ビ
ュ
ー
す

る
。
講
座
は
河
内
音
頭
を
「
聴
い
て
」「
覚

え
て
」「
唄
う
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、

最
終
日
に
訪
ね
る
と
、
ど
の
子
も
堂
々
と
自

分
が
選
ん
だ
外
題
を
元
気
に
詠
み
、
中
に
は

余
裕
の
表
情
で
振
り
付
け
す
る
場
面
も
…
…

見
事
に
「
仕
上
が
っ
て
」
い
る
！　

講
師
陣

の
一
人
で
、
八
尾
本
場
河
内
音
頭
連
盟
会
長

の
美
好
家
肇
師
匠
は
「
毎
年
一
人
は
や
ん
ち

ゃ
な
目
立
ち
た
が
り
屋
が
お
る
ん
で
す
が
、

今
年
の
子
は
真
面
目
で
お
と
な
し
い
。
で
も

シ
ャ
イ
で
お
と
な
し
い
子
が
舞
台
に
立
つ
と

人
間
が
変
わ
る
か
ら
ね
（
笑
）。
豊
か
な
表

現
力
は
僕
ら
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も

の
成
長
ぶ
り
を
ど
う
ぞ
観
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
」。

　
「
流
し
節
正
調
河
内
音
頭
保
存
会
」
は
毎

年
12
月
か
ら
２
月
ま
で
は
活
動
休
止
す
る
が
、

残
り
９
カ
月
は
ほ
ぼ
毎
週
、
土
曜
に
な
る
と

常
光
寺
境
内
に
あ
る
河
内
音
頭
稽
古
場
で
練

習
会
を
行
う
。
音
頭
取
り
が
集
ま
り
、
夏
の

本
番
に
向
け
て
お
囃
子
と
太
鼓
も
持
ち
回
り

し
な
が
ら
。
達
者
な
節
回
し
を
披
露
す
る
ベ

テ
ラ
ン
勢
に
交
じ
っ
て
懸
命
な
姿
を
見
せ
る

竹
田
さ
ん
は
、
地
元
の
消
防
団
に
所
属
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
従
事
す
る
う
ち

「
も
っ
と
地
域
貢
献
が
し
た
い
」
と
感
じ
、

音
頭
取
り
だ
っ
た
祖
父
・
辰
次
郎
さ
ん
へ
の

憧
れ
も
あ
っ
て
４
年
前
に
練
習
会
へ
参
加
し

た
。「
ま
だ
ま
だ
諸
先
輩
方
を
真
似
る
の
が

や
っ
と
。
舞
台
に
上
が
る
た
び
緊
張
し
ま

す
」。
４
年
が
経
っ
た
今
で
も
「
習
う
よ
り

慣
れ
ろ
」
の
精
神
で
修
行
中
だ
。
昨
年
は
お

囃
子
と
し
て
参
加
し
た
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ

り
、
今
年
は
き
っ
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

　

オ
ー
バ
ー
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
声
の
大
き
さ

が
特
徴
で
、
今
年
５
期
連
続
の
八
尾
河
内
音

頭
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
大
使
を
務
め
る
安
田
欣�

司

さ
ん
は「
河
内
音
頭
こ
ど
も
音
頭
と
り
講
座
」

で
特
訓
中
だ
。「
踊
り
も
歌
も
苦
手
な
の
で

冷
や
汗
の
連
続
で
す
わ
（
笑
）」。
し
か
し
表

情
は
真
剣
の
そ
の
も
の
。
そ
の
せ
い
か
、
安

田
さ
ん
の
番
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち
の
お
囃

子
が
一
段
と
元
気
に
な
る
の
は
仲
間
意
識
の

表
れ
か
も
。「
あ
る
練
習
会
で
ベ
テ
ラ
ン
の

師
匠
が
音
頭
を
詠
ん
で
い
る
と
き
に
、
付
き

添
い
に
来
て
い
た
児
童
が
お
囃
子
を
一
緒
に

歌
っ
た
ん
で
す
。
す
る
と
会
場
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
『
私
も
〜
』
と
言
い
出
し
て
一
席
披

露
し
て
い
ま
し
た
。
河
内
音
頭
は
人
を
く
っ

つ
け
て
坩る

堝つ
ぼ

に
さ
せ
て
し
ま
う
お
も
し
ろ
い

文
化
。
世
界
記
録
の
挑
戦
に
あ
な
た
も
ぜ

ひ
！
」
と
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
も
忘
れ
ず

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
が
、安
田
さ
ん
が
櫓
で「
一

席
詠
む
」
日
が
近
い
と
い
う
話
か
も
！？

上／音頭取りは前を向き、お囃子の４人も大きく口が開いて
「仕上がっている感」　左上／会長（写真）はじめ師匠たちの
「櫓に立つ子は風邪をひかないように。歌詞もしっかり覚える
こと」も肝に銘じたようで　左下／「元気な河内音頭を披露し
ます！」こども音頭大使全員集合。目にチカラがあるな。後段

（左から）安田欣司さん、美好家肇師匠、久乃家勝春師匠

上／左端のお囃子が竹田さん。河内
音頭はどれも一席15分以上あるた
め、歌詞を覚えるだけでもひと苦労
下／前列右端は住職･片岡英俊さん

右／岩切邦子さん　左／八尾河内音頭まつりに
参加予定のキッズたちと、娘の多恵さん（左端）

八尾の河内音頭盆踊りと練習会
●太田地区盆踊り大会　
8.12（土）18:00～　太田八幡宮
●納涼西郡盆踊り大会　
8.12（土）19:00～　幸第2公園
●慧灯大師盆踊り大会　
8.13（日）18:30～21:00　恵光寺境内
●白百合こども会盆おどり大会　
8.19（土）19:00～　老原第2公園
●恩智青年団納涼盆踊り　
8.19（土）・20日（日）19:00～　天王の森
●河内音頭やおフェスタ　
8.20（日）13:00～　プリズムホール
●八尾地蔵盆踊り　
8.23（水）・24（木）19:00～　常光寺境内
●八尾正調河内音頭踊り練習会　
8.31（木）13:00～　八尾市立くらし学習館
●第6回八尾市民納涼大会　
9.2（土）19:00～　ホームセンターコーナン外環八尾山本店駐車場
●西山本八阪神社奉賛会盆踊り大会　
9.2（土）・3（日）19:00～　八阪神社
●第40回八尾河内音頭まつり　
9.9（土）・10（日）　10:00～20:30　久宝寺緑地

　来年で設立10周年を迎える八尾市ダ
ンス協会の設立に尽力し、今も会長を務
める岩切邦子さん。八尾にダンススクー
ルが一つもない頃から踊り続けて40年以
上。自身の「クニ・ダンスコレクション」
では３歳から70代まで、幅広い層に指導
を行ってきた。エアロビクス、ヨガ、太
極拳、ヒップホップ、何でも挑戦してたど
り着いたのがフリースタイルのジャズダン
ス。「一生現役」の言葉通り、今なおダ
ンスの向上を目指す。「ビート感は違うけ
ど、河内音頭もダンスも曲に合わせて踊
るのは同じ。まずは曲をよく聴いて好きに
なることが原点。生演奏に合わせるのは
難しいけどチャレンジするのが楽しいで
す」。八尾河内音頭まつりでは、弟子や
協会員と共に何度もパレードや河内音頭
グランプリに出場。「当日は楽しみながら
ギネスに挑戦してみて」と背中を押す。

生徒のダンサーたちと
一緒に河内音頭も
踊ってきたビッグ･ママ。
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外
題
解
説=

天
龍
小
若
丸（
八
尾
本
場
河
内
音
頭
連
盟
副
会
長
）　

取
材
・
文=

杉
本
恭
子　

イ
ラ
ス
ト=

辻
井
タ
カ
ヒ
ロ

河
内
音
頭
で
詠
ま
れ
る
の
は

ど
ん
な「
物
語
」か
?

河
内
音
頭
は
、ダ
ン
ス
ミュー
ジッ
ク
で
あ
る
と
同
時
に

〝
語
り
芸
〞―
―
だ
か
ら
こ
そ
、「
一曲
唄
う
」で
は
な
く「
一席
詠
む
」と
い
う
。

詠
ま
れ
る
の
は
、「
外げ

題だ
い

」と
呼
ば
れ
る
、

戦
あ
り
侠
気
あ
り
旅
あ
り
恋
あ
り
…
…
古
今
東
西
の
物
語
。

何
が
こ
ん
な
に
私
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
の
か
、音
頭
取
り
の
師
匠
に
訊
い
て
み
ま
し
た
。

そ
の一夜
だ
け
の
ロマン
。

だ
か
ら
こ
そ「
外
題
」は
輝
く
。

河
内
音
頭
の
外
題
八
選

　

詠
み
た
い
テ
ー
マ
が
あ
れ
ば
、
い
か
よ
う

に
も
詠
ん
で
み
せ
る
の
が
音
頭
取
り
。
物
語

の
筋
を
伝
え
な
が
ら
、
敵
も
味
方
も
演
じ
わ

け
る
「
語
り
芸
」
の
達
人
だ
。
音
頭
取
り
が

そ
の
気
に
な
れ
ば
、
今
朝
の
新
聞
、
千
年
前

の
絵
巻
か
ら
で
も
外
題
は
生
ま
れ
る
。
ま
た

世
界
の
風
物
を
詠
み
込
み
、
各
地
の
音
楽
も

取
り
込
ん
で
い
く
し
た
た
か
な
雑
食
性
は
、

河
内
音
頭
の
類
ま
れ
な
特
徴
の
ひ
と
つ
だ
。

　

外
題
に
は
、も
ち
ろ
ん
定
番
も
あ
る
。「
河

内
十
人
斬
り
」「
悪
名
」
な
ど
は
、
誰
も
が

知
る
代
表
的
な
物
語
。
た
だ
し
同
じ
外
題
で

あ
っ
て
も
、
音
頭
取
り
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
方

は
違
う
。
外
題
の
聴
き
比
べ
と
い
う
、
河
内

な
ら
で
は
の
楽
し
み
か
た
も
試
し
て
ほ
し
い
。

　

踊
り
な
が
ら
「
こ
ん
な
男
や
っ
た
ら
つ
い

て
い
っ
て
も
い
い
わ
」
と
お
母
さ
ん
。
腕
組

み
し
て
聴
き
惚
れ
て
「
こ
れ
が
男
っ
ち
ゅ
う

も
ん
や
、
な
あ
」
と
お
父
さ
ん
。
音
頭
取
り

に
ノ
セ
ら
れ
て
、
櫓
の
そ
ば
で
回
る
子
ど
も

た
ち
。
真
夏
の
夜
、
河
内
音
頭
の
一
節
に
、

誰
も
が
一
夜
の
幻
を
見
る
の
で
あ
る
。

　〝河内の暴れ者〟こと八尾の朝吉を描
いた今

こんとうこう

東光の小説、勝新太郎主演の映画
『悪名』を元にした外題。朝吉は盆踊りの
夜に人妻と駆け落ち。ところが、ヒモ暮ら
しに飽きて河内に戻り、今度は遊郭で出
会った美女・琴糸に惚れて足抜けに奔走
する。色気あり、ケンカも博打も強く、男
にも惚れられた朝吉。モデルとなったのは、
八尾に実在したある人物だと言われている。

ハリウッド映画顔負けの冒険活劇。

 【悪名】
あくみょう

　映画や舞台、歌謡曲でもおなじみ、小
倉生まれの玄海育ち、荒くれ者の車夫・
松こと富島松五郎は、河内音頭でも人気
だ。ある日、木から落ちて足を骨折した少
年・敏雄を助けて送り届けると、そこは陸
軍大尉・吉岡の家。吉岡の妻・良子に松
は一目惚れするが、その思いをぐっと胸に
秘めて吉岡家を守り通し、その一生を終え
る。恋心を人情に変えた松の生きざまに、
目頭を熱くするお父さん続出だ。

あばれ太鼓に秘めた「やせ我慢」。

 【無法松の
一生】
むほうまつのいっしょう

　世代を超えて人気ある武将を詠む外題
も。太閤にまで登り詰めた秀吉は、３百人
の大名と千頭の馬を従えて、金の御所車
で里帰り。尾張国の中村で探したるは、
幼い頃に世話になったおすぎ婆さん。腹
を減らして泣いていた遠い昔、あかぎれ
た手で食わせてくれた飯の味、一生忘れ
はしない……と秀吉は心づくしの恩返しを
するのだ。太閤の人情がしみじみ伝わる。

日本の定番、太閤サクセス秘話。

 【豊臣秀吉
里帰り】
とよとみひでよしさとがえり

　赤穂浪士を詠む〝義士もの〟も人気で
多くの外題がある。たとえば、与五郎こと
神崎則休（のりやす）を詠む「神崎与五
郎東下り」。箱根の茶屋でヤクザ者の馬
子・丑五郎に絡まれたが、与五郎は刀を
抜かずに、騒動を避けるために詫び証文
まで書く。そして赤穂浪士の討ち入り後、
あの弥五郎も義士であったと知った丑五
郎、己を恥じてすっぱりと頭を剃り、死ぬ
まで墓守をしたという泣けるストーリーだ。

「男の友情」は時空を超えて。

 【神崎与五郎
東下り】
かんざきよごろうあずまくだり

　こちらは一途な女心を詠む外題。舞台
は佐渡島、島の漁師の娘・お光は、越後
国・柏崎の吾作と出会い恋に落ちる。「必
ず戻る」と島を去った吾作を待ちわびた。
お光は、寂しさのあまり気が触れてしまう。
ようやく佐渡に戻った吾作が見たのは、お
光の変わり果てた姿。しかし、吾作は献
身的に看病。そのかいあって、お光は回
復し一緒になるのだった。愛の力は何より
強いという、ロマンチックな外題である。

悲恋、のちハッピー・アイランド。

 【佐渡情話】
さどじょうわ

　紀州が生んだ快男児・紀伊國屋文左衛
門はおめでたいハレの外題として知られて
いる。頭に三角くくりつけ、背に墨で書く
のは「南無阿弥陀佛」。文左衛門は70日
間のシケを乗り越え、和歌浦から江戸に８
万籠のみかんを命がけで運び、百万両の
富を築くのだ。この外題を詠むときは、音
頭取りの声も晴れ晴れと響くようである。

見たか！ 紀文のオレンジ大作戦。

 【紀伊國屋
文左衛門】
きのくにやぶんざえもん

　河内音頭の〝雑食性〟を顕著に現す外
題のひとつ。お国自慢の民謡を、北は雪
国・北海道のソーラン節、追分節から、リ
ンゴで名高い青森のじょんがら節……と、
各地を旅するように名所名物を詠み、民
謡の一節を唄いつつめぐる。踊りながら、
時間も空間も越えて自由に旅する気持ちに
なれる楽しい外題だ。沖縄まで行くと、海
を渡ってジャズにマンボにチャチャチャ！と
発展する、海外旅行バージョンも。

みなの故郷、まとめて詠みます。

 【夢の民謡
お国めぐり】
ゆめのみんようおくにめぐり てんりゅう･こわかまる

昭和43年（1968）、河内音頭
「日乃出会」に入門。「美好会」
への移籍を経て、平成元年

（1989）自らの「天龍会」を結成
する。同年５月には日本コロムビ
アより「紀伊国屋文左衛門」

「瞼の母」をリリース。平成 18 年
（2006）メインレコードに移籍
し、演歌「花の天龍節、夢街
道」をレコーディング。現在も
各地の盆踊り櫓にて活躍。八
尾本場河内音頭連盟副会長。

　明治26年（１８９３）に大阪南東部の金
剛山麓で本当に起きた凄惨な事件を詠む。
犯人たる主人公は、博打打ちの城戸熊太
郎とその舎弟・谷弥五郎。妻・おぬいを
寝取り、借金を踏み倒した村の顔役・松
永傳次郎・寅次郎兄弟に半殺しの目に遭
わされて、熊太郎は仕返しを計画。自ら
の墓まで用意し、捨て身の覚悟で松永一
家に殴り込んで十一人を殺害した。セン
セーショナルな事件は、１２５年後の現在も、

「男持つなら熊太郎弥五郎、十人殺して名
を残す」と詠み継がれている。

「惨殺」に喝采をおくる面白さ。

 【河内
十人斬り】
かわちじゅうにんぎり
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同
じ
外
題
で
も
、半
ば
の
え
え
と
こ
を
先
に
唄
う
た
り
、

序
盤
を
真
ん
中
に
持
っ
て
い
っ
た
り
、場
に
合
わ
せ
て
ア
レ

ン
ジ
し
ま
す
。お
客
さ
ん
の
顔
を
見
て
、ツ
カ
ミ
に
な
る
枕

も
そ
の
都
度
考
え
て
や
っ
て
ま
す
ね
。音
頭
取
る
と
き
は
、

踊
り
手
さ
ん
の
足
元
を
見
る
ん
で
す
。も
う
ち
ょ
っ
と
足

を
上
げ
た
ろ
か
と
思
う
た
ら
、リ
ズ
ム
を
変
え
て
盛
り
上

げ
た
り
ね
。踊
ら
せ
る
の
が
音
頭
取
り
の
仕
事
で
す
か
ら
。



　長瀬川の「久宝寺船着場」付
近で約１世紀、親子三代にわたる
老舗の二代目・貞子さんはアップ
の髪結いを得意とする超ベテラン
の美容師さん。「日本髪のものすご
く上手な師匠に仕込まれ、独身時
代は難波新地で水商売の女性の
髪を結っていました。ここに嫁いで
からは盆踊りの時期と大晦日はて
んてこ舞いで、河内音頭の踊り手
さんの髪結いはたくさんやりました
よ」。三代目の徳美さんは「私は外
で修業した身ですが、母の仕事は
すごいなと改めて思いました」。本
来の日本髪には型くずれさせない
技があり、数日は持つらしい。貞
子さんは「アップの髪結いをすれ
ば髪が乱れず、なんぼでも河内音
頭を踊れるのと違いますか（笑）」

髪結いはまかせろ
清水貞子さん
（シミズ美容室）

　ご出身の愛知県から八尾に移り
住んだのは50年前。そのとき趣味
としてはじめたのが書道で、85歳
の今も書と水墨画の専門家として
活躍中だ。「楽しいから続けてこら
れたし、上達したんでしょうな」と
さらり。八尾河内音頭まつり関係の
うちわやＴシャツ、会場に掲げる看
板の毛筆は第37回からすべて小川
さんの手による。豪快で豊かな筆
さばきがまつりに華を添えている。

「昔の京山幸枝若のテープを聴きな
がら、河内音頭をイメージして書
いています。心がウキウキしてくる
のでそんな躍動感を書で表現でき
たらいいなと思いました」。まつりの

〝り〞が流れるように伸びているの
は踊る人の流れを表しているとか
……たしかに！

書はまかせろ
小川慧

け い

水
す い

さん
（書道家）

　大学に通いながら女優をめざし
て演技を勉強中の松本さんは、ＰＲ
大使２年目の八尾っ子で、小さい
頃から河内音頭に慣れ親しんでき
た。昨年は責任感で緊張していた
が、今年は自分がまず楽しむこと
を念頭に、周りに魅力を伝えたい
と張り切っている。「ＳＮＳで情報を
拡散させたり、ＦＭちゃおの『ワン
プレート★アリオ』でＰＲしたりと、
若い人たちにも河内音頭のすばら
しさを知ってほしいと思います。揃
いの浴衣できっちり踊る女性陣や
独創的なコスチュームで弾けている
集団とか、みなさん思い思いに楽
しんでおられますね。河内音頭は
世界一楽しい夏を演出してくれるイ
ベントではないでしょうか。久宝寺
緑地でお待ちしています！」

PRはまかせろ

松本京
き ょ

菜
う な

さん
（八尾河内音頭まつり
PR大使・アリオ八尾イメージガール）

夏
の
ユニフ
ォ
ー
ム

と
い
え
ば
、こ
れ
！

き
っ
ち
り
結
い
上
げ
た
髪
は

浴
衣
に
よ
う
似
合
い
ま
す
な
あ

生
演
奏
で
踊
る
河
内
音
頭
の

魅
力
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
!

ほ
か
の
誰
か
で
は
な
く

美
好
家
ゆ
き
の

お
囃
子
で
盛
り
上
げ
た
い

京
山
幸
枝
若
を

聴
き
な
が
ら
書
い
て
ま
す

人
と
人
を
結
ぶ

八
尾
最
強
の
芸
能
で
す

世
界一の
夏
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う

河
内
音
頭
の
映
像
で
、

す
ご
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

生
ま
れ
る
か
も

「文金高島田も店で結いましたよ」と
懐かしがる貞子さん　2072-922-
5697（シミズ美容室）

　祖父の初代・美好家肇さんが音
頭を詠んだのは10歳の時。彼女の
お囃子デビューはさらに早い。「近
所の小学校で行われていた河内音
頭のお祭りか何か。気付いたら家
を飛び出して舞台に上がり、友記
が取って代わってお囃子を始めた
んですよ」と母の淳子さん。音頭
取りの祖父に、太鼓の父（現･美
好家肇さん）、お囃子の娘。突然
のデビュー以来、祖父の公演につ
いて回る。「櫓を回れば露店があっ
たり、地域の方が『かわいいね』
っておひねりをくださったり、子ども
の頃はそっち目当てだったかも」。
今では「やっぱりゆきちゃんのお囃
子が最高やね、と言われるのがう
れしい。歌い手さんによってキーも
音階も違う河内音頭。それぞれに
合わせるのがお囃子の難しさ。音
頭取り、太鼓やギター、そしてお
囃子が三位一体となったときのあ
の高揚感。踊り手さんの足並みも
きれいに揃うし、観客にも演者の
気持ち良さが伝わるんです」。

お囃子はまかせろ
西川ゆきさん
（河内音頭　美好家会）

「前の日にカラオケで高音がよく出
た翌日は調子いいですね」

「妻は仲間と毎年踊っていますが、
私はさっぱりあきません（笑）」

八尾市庁舎前、ご存
じ河内音頭の銅像前
で見事なデュエット！

　企画制作会社を営む今辻さんが
実行委員会に参加したのは10年前
のこと。「生まれ育ち、今も住んで
いるので八尾にはすごく愛着があ
るんです。まつりの成功はもちろん、
歴史と伝統ある河内音頭の素晴ら
しさをどのように発信すればいいか、
仕事で培ったノウハウが生かせら
れたら」と熱い気持ちを謙虚に語る。
 そんな今辻さんが他方で手がけて
いるのが、80秒の映像で八尾を盛
り上げる［やお80″映画祭］だ。
プロ・アマ問わず作品を募集中で、
10月8日を締め切りにしたのは河内
音頭も題材に盛り込んでほしいか
ら。「八尾の魅力を語る上で河内
音頭は外せません。スマホでも撮
影・編集ができるので、あなたの
八尾愛を作品にしてみてください」

映画はまかせろ
今辻貴

た か

詩
し

さん
（八尾河内音頭まつり
実行委員会）

「最近ようやく踊れるようになりまし
た。踊りの輪に入ると楽しい！」

［やお80″映画祭］の詳細はhttp://
yao80.jp/ まで（P15にも掲載）

　毎年、河内音頭まつり当日に特
集番組を放送するFMちゃお。今年
も盛り上がる現場の様子をリアルタ
イムで届ける予定だ。そんな同番
組で昨年メインパーソナリティを務
めたのが八尾市出身の藤井さん。

「この時期、仕事であちこちの盆踊
り会場に行かせていただきますが、
各地で河内音頭の根強いファンに
遭遇します。舞台や櫓に演者が立
つ〝生演奏〞は他の会場では珍しく、
八尾ならでは！　みなさん、９月の
八尾河内音頭まつりで締めくくるの
を楽しみにされています」
　今年はなんといっても「ギネスに
挑戦」という目玉が。「八尾の人に
とって河内音頭は一つのコミュニケ
ーションツール。音が鳴り出すと人
の輪ができて、自然と手足が動く。
ちゃんと踊れなくてもリズムが体に
刻み込まれていて。地域が一つに
なれる自慢の河内音頭を、世界に
知ってもらうチャンスですよね！」

オンエアはまかせろ

藤井加奈子さん
（ＦＭちゃお 業務部制作室）

河内音頭のPRパネルを背景に。浴
衣姿がきまった！

「音頭を通して子どもからおじさん
まで、いろいろな人がつながれます
ね」。プリズムホールで８.20（日）13時

「河内音頭やおフェスタ」開催。本
場八尾の音頭取りの競演、子どもた
ちの演奏・踊りも。入場無料

　八尾市の伝統文化継承事業「河
内音頭こども音頭とり講座」は春
夏に集中して行われるが、その時
期が終わると途切れてしまうため、
通年学べる取り組みとしてプリズム
ホールでは [子ども河内音頭講座]
を開催。ここではある程度歌える
子は鳴り物（太鼓、ギター、キー
ボード）にもチャレンジ可。一流の
師匠陣による指導と半年に１回の発
表の場が刺激になるのか、成長の
著しいこと。「歌の上手な子が集ま
ってくるとはいえ、修得の早さにび
っくり。今の子どもたちにおじさん
が歌う音頭は馴染むんだろうかと
心配しましたが、八尾の子どもは
河内音頭が好きなんですね。こん
なすごい体験ができるのは一生の
宝物、次の世代に広がってほしい」

音頭伝承はまかせろ
井上恵理子さん
（プリズムホール
総合企画事業班）

取
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・
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村
由
起
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内
池
秀
人

私
も
河
内
音
頭
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者
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河
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頭
は
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成
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さ
ま
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ま
な
裏
方
が
踊
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手
の
見
え
な
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だ
。

今
年
で
40
回
、久
宝
寺
緑
地
で
開
催
さ
れ
る
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
は
、

こ
ん
な
人
た
ち
が
支
え
て
い
る
の
で
し
た
。

「とくに今年のデザインはええ感じ
です」。男女兼用、Ｓ～４Ｌ、黒・ワイン
レッド・白の３色。1,900円　2072-
922-4781（タケヒロヤ）

　「虎のマスクをかぶったマネキン
に似合うでしょ（笑）」。明治時代
に組みひもの店として創業し、お逮
夜市（八尾御坊付近一帯で開かれ
る露店市。毎月11日と27日）と共に
栄えた同店は、婦人服地やコットン
生地、学生服、ビジネスユニフォー
ムを扱うファミリーロードの老舗だ。
広い店内では豊富な商品が展示さ
れているなか、夏に登場するのが
八尾市オリジナルの河内音頭Ｔシャ
ツ。そして「河内音頭は踊るより、
見るのが好き。近くに常光寺がある
ので盛り上がっている光景を見ると
ワクワクします。夏は大勢の人にこ
のＴシャツを着てもらい、河内音頭
で八尾を盛り上げたい」。

Tシャツはまかせろ

林 大介さん
（タケヒロヤ店長）
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津山のホルモンうどん、富士宮の焼きそば……た
しかに強豪ぞろい

近鉄八尾駅高架下ペントモールのお好み焼き［ぐ
ー］も今年も出店。店主の佐野さん、気合入ってます

本番の「５分間」を櫓で務めるのは、八尾本場河
内音頭連盟会長の美好家肇師匠

椿秀水師匠の熱演。太鼓は初音家豊若師匠

完全に日が落ちて秋の夜に。踊りも最高潮へ

表紙「八尾河内音頭まつり」

「やお80″映画祭2017」
作品募集中！

夏が来ると河内音頭や祭りのことを思うよ
うになりました。大人たちは踊りを通して、
子供たちに文化や伝統、一体となって楽
しむこと、地元への愛情を育むことを伝え
ていきます。大きなグラウンドで開かれる
八尾河内音頭まつりでは八尾だけではな
く、市外やいろんな国の人が参加します。
暮れゆく空の下、音頭に合わせ一つにな
って踊った時間は、記憶として人の中に残
っていきます。（須飼秀和）

 上映時間はジャスト80秒。「やお映画部
門」と「フリー映画部門」の２つ。10.8（日）消
印有効まで応募受付。映画祭は11.18

（土）、アリオ八尾4FのMOVIX八尾にて開
催します！　詳しくはHPでhttp://yao80.jp/

すがい･ひでかず　1977年明石市出身。
日本の原風景や人びとの営みに映る郷愁
を描く。著書に『私だけのふるさと』（2013
年・岩波書店）など。絵本『うなぎのうーち
ゃん』（2014年・福音館書店）はこの５月に
台湾版が出版された。

今年は2日間! 第40回八尾河内音頭まつり
真夏に比べると涼しくなった分だけ日が短くなるこの時期、刻 と々変わる空の色を楽しみ　ながら久宝寺緑地でとことん踊りに浸ってください。
１日目には「世界記録に挑戦」のスペシャルプログラムも待ってます。

マルシェdeオンド　
9（土）・10（日）11:00～20:00　
陸上競技場
→日本各地の実力派グルメと競演するのは
地元精鋭店の「うまいもん」。胃袋の許す限
り回って食べよう。前号で紹介した小学校高
学年生による「ジュニエコ」の出店もあります。

お刺身にちょこんと添
えてある「紅たで」は
全国の約８割が会場
近くの久宝寺［カネ筒
農園］で栽培されてい
る。採れたてを使った
清涼飲料水も人気

9.9（土）・10（日） 10:00～20:30

久宝寺緑地 陸上競技場・軟式野球場
2072-994-5741（八尾河内音頭まつり振興会）
http://www.yaokawachiondo.com/

ギネス世界記録挑戦
9（土）17:00～　
陸上競技場
→現在の世界記録は「まつりのべおか」で
達成された2,748人。これを上回る世界一
の瞬間に櫓に集まろう！ 条件は２つ。①民族
的な衣装の着用（浴衣or着物、草履or下
駄で）。②５分間、参加者全員が同じ踊りを
踊ること。小学校５年生以上の男女なら八尾
市内外の在住、年齢上限は問わず参加可。
ただし16歳未満は保護者または責任者（成
人）の参加が必要。振興会事務局まで。

河内音頭グランプリ　
9日（土）13:00～15:30　
陸上競技場
→どの団体、どのグループの踊りが美しく揃
って、印象的かを競う。写真は昨年のグラ
ンプリ、太田ジャイナ音頭保存会の皆さん。
水の流れをデザインした浴衣も涼しげ。

河内音頭大盆踊り大会
10日（日）16:00～20:30　
陸上競技場
→河内音頭まつりのクライマックスタイム。伝
承音頭とこども音頭大使の後は、八尾本場
河内音頭連盟の師匠たちによるライブ。天
龍小若丸、信貴一若、鳴門家寿美若、日
吉家保若、美好家肇……８人が櫓に上がる。

　当日は会場に交通関係のブースが出店し、グッズ販売などで
にぎわうが、近鉄の目玉は河内音頭を描いた台紙付きの記念
入場券だ。「毎年、写真や絵画を用いた記念入場券を制作し
ていますが、今回は絵の上手な八尾駅の駅員が担当しました。
信貴山口駅と八尾駅を背景に人 が々踊っている様子ですが、楽
しい雰囲気でしょ」。記念入場券はまつり会場でしか買えないの
で、大勢の鉄道ファンがやって来るとか。「いろんな交通機関を
利用して、ぜひ八尾まで足を運んでください」

鉄ちゃんでなくても手に入れたくなる、
会場限定発売の記念きっぷ。

　9.10（日）は14:30から久宝寺寺内町で「燈路ま
つり」が開催されます。顕証寺でのライブにはじまり、
18時になると顕証寺や許麻（こま）神社の境内、
寺内町に燈籠が点灯され、幻想的な雰囲気の中で
町歩きが楽しめますが、「踊り足りない！」という人
はぜひ顕証寺山門での音頭を堪能してください。

終了後は、寺内町へぜひ。

下／記念入場券は２種類。カラフルで味わい深い絵柄だ。各150円　
右上／電車の運転が大好きという近鉄八尾駅の房谷嘉之駅長。

「河内音頭も交通も人と人を結びますね」

2072-924-6371（八尾市まちなみセンター）

ふれあいステージ　
10日（日）10:00～18:30　
軟式野球場
→ダンスコンテストや大道芸、そしてダイナミ
ックなバンド演奏と、盛りだくさんの休日にな
ること請け合い。

熱演する久宝寺中学校吹奏楽部。周囲は立ち見
客でぎっしり

発行=一般社団法人八尾市観光協会
編集=株式会社140B　
表紙絵=須飼秀和
デザイン=山﨑慎太郎　
印刷=図書印刷株式会社
※記事の情報は2017年7月28日時点のものです。
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